
秋田県立秋田高等学校　　●学校創立　明治6年（1873年）9月1日
●卒業生総数／38,110人（旧制中学7,080人、新制高校31,030人）　　●在籍生徒数／818人（男子467人、女子351人）
●同窓会員数／38,578人　　●物故者／9,318人　　●現会員数／29,044人� ［平成29年11月1日現在］
●ホームページ　 http://akitahs-doso.jp   　●E-mail  aki-doso@cna.ne.jp

AKITA HIGH SCHOOL alumni association news 

平成29年度通常総会
●町田会長再選、2期目に突入

新企画「あの頃の思い出」
●男女共学＝女子１期生が回顧

交差点 ◎小野　巧氏
学食復活プロジェクト
エッセイ ◎大沼 ひろみ氏
ズームアップ ◎辻村 直也氏、佐藤 春佳氏

秋高NOW ◎バスケットボール部、将棋部

Vol.102

全国高校野球秋田大会の準々決勝で、

能代松陽に5−4で勝ち、10年ぶりの

ベスト4を決める。準決勝で敗れるも、

秋高ナインの活躍にスタンドも興奮。

夏に燃える



天上天下
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24,661,763 円

20,248,764 円

4,412,999 円　※平成２９年度に繰り越し

<収入の部> （単位：円）　

項　目 予算額 決算額 増 減 摘　要

入 会 金 1 980 000 1 980 000 0 275名×7 200円

◇ 差　引　残　額

平成29年3月31日現在

平成28年度　秋田高校同窓会　一般会計　決算報告書

◇ 収　入　総　額

◇ 支　出　総　額

入　会　金 1,980,000 1,980,000 0 275名×7,200円

会　　　費 11,000,000 11,418,000 418,000 5,709名×2,000円

協賛広告費 400,000 610,130 210,130 99号24コマ分、100号32コマ分、HP広告10件

会 議 収 入 1,000,000 1,491,000 491,000 総会、理事会×2回・運営委員会×2回

雑　収　入 15,562 28,195 12,633 預金利息・名簿40号販売代金他

繰　入　金 0 0 0

繰　越　金 9,134,438 9,134,438 0 平成27年度会計から

収 入 合 計 23 530 000 24 661 763 1 131 763収 入 合 計 23,530,000 24,661,763 1,131,763

<支出の部> （単位：円）　

項　目 予算額 決算額 増 減 摘　要

事　業　費 9,119,129 8,450,614 △ 668,515

だより発行費 2,000,000 2,119,553 119,553 だより99・100号他印刷費・封入料金他

母校協力費 1,100,000 1,102,395 2,395 母校協力金(生徒活動助成費）、文武両道賞副賞他

新入会員歓迎費 700,000 551,698 △ 148,302 入会記念品（USB・ｸﾘｱﾌｧｲﾙ）、祝菓、入会の栞印刷新入会員歓迎費 , , , 会記 品（ ｧ ）、祝菓、 会 栞印刷

年次強化費 200,000 68,434 △ 131,566 卒業10・15・20周年同期会・若年次支援

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ維持費 350,000 90,720 △ 259,280 HPドメイン・サーバーレンタル料・コンテンツ製作費

名簿管理費 4,169,129 4,169,129 0 年次名簿委員会議、残（4,086,919円）を名簿会計へ

資料室運営費 100,000 20,571 △ 79,429 県・市・教職員職員録、図書購入費

広　告　費 100,000 54,000 △ 46,000 魁新報等企画広告掲載（甲子園県大会.年賀他）

羽城館維持管理費 400,000 274,114 △ 125,886 羽城館清掃委託料、２階会議室ｴｱｺﾝ交換、殺虫剤

会　議　費 3,100,000 2,815,315 △ 284,685

総 会 費 1,000,000 1,243,729 243,729 総会資料、講師謝礼、会場費、当番年次会議総　会　費 1,000,000 1,243,729 243,729 総会資料、講師謝礼、会場費、当番年次会議

運営委員会費 900,000 799,787 △ 100,213 運営委員会4回、理事会2回

委 員 会 費 500,000 300,179 △ 199,821 各常置委員会・特別委員会 計24回、用字用語辞典

支部関係費 700,000 471,620 △ 228,380 支部総会・年次同期会・歓迎会参加費

事　務　費 7,500,000 6,947,847 △ 552,153

給料・手当 2,650,000 2,533,204 △ 116,796 嘱託・事務補助手当、アルバイト賃金、労働保険料

消 耗 品 費 200,000 150,543 △ 49,457 ｺﾋﾟｰｶｳﾝﾀｰ料、ﾌﾟﾘﾝﾀﾄﾅｰ、ﾀｯｸｼｰﾙ他

印　刷　費 100,000 0 △ 100,000

通 信 費 3 000 000 3 027 629 27 629 NTT ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 郵便料金（だより送料を含む）通　信　費 3,000,000 3,027,629 27,629 NTT、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ、郵便料金（だより送料を含む）

手　数　料 700,000 650,024 △ 49,976 会費・協賛広告振込手数料（ゆうちょ・ｺﾝﾋﾞﾆ）他

機器運営費 150,000 118,466 △ 31,534 ｺﾋﾟｰ機ﾘｰｽ料、ﾄﾞﾗﾑﾕﾆｯﾄ

旅費・交通費 700,000 467,981 △ 232,019 支部等出席旅費、私用車ｶﾞｿﾘﾝ代

基　　　金 1,000,000 2,000,000 1,000,000

同窓会基金 1,000,000 2,000,000 1,000,000 基金積立会計へ

雑　　　費 150,000 34,988 △ 115,012

慶　弔　費 100,000 22,220 △ 77,780 祝電・弔電,転退職教職員記念品

雑 費 50 000 12 768 △ 37 232 残高証明書 茶 洗剤 他雑　　　費 50,000 12,768 △ 37,232 残高証明書、茶、洗剤 他

予　備　費 2,660,871 0 △ 2,660,871

予　備　費 2,660,871 0 △ 2,660,871

支 出 合 計 23,530,000 20,248,764 △ 3,281,236

18,900,000 円

18,900,000 円

0 円

<収入の部> （単位：円）　

項　目 29年度予算額 前年度予算額 増　減 摘　要

入 会 金 1,980,000 1,980,000 0 7,200円×275名

◇ 差　引　残　額

平成29年度　秋田高校同窓会　一般会計　予算書

◇ 収　入　総　額

◇ 支　出　総　額

入　会　金 1,980,000 1,980,000 0 7,200円×275名

会　　　費 11,000,000 11,000,000 0 2,000円×5,500名

協賛広告費 500,000 400,000 100,000 だより広告10,000円×24コマ×2回,HP広告

会 議 収 入 1,000,000 1,000,000 0 総会、理事会・運営委員会懇親会参加費

雑　収　入 7,001 15,562 △ 8,561 普通預金利息

繰　入　金 0 0 0

繰　越　金 4,412,999 9,134,438 △ 4,721,439 前年度から

収 入 合 計 18 900 000 23 530 000 △ 4 630 000収 入 合 計 18,900,000 23,530,000 △ 4,630,000

<支出の部> （単位：円）　

項　目 29年度予算額 前年度予算額 増　減 摘　要

事　業　費 5,510,000 9,119,129 △ 3,609,129

だより発行費 2,000,000 2,000,000 0 窓付封筒・だより印刷費、封入料金

母校協力費 1,100,000 1,100,000 0 母校協力金(生徒活動助成費)、文武両道賞副賞

新入会員歓迎費 600,000 700,000 △ 100,000 栞、入会記念品、激励者謝礼、昼食会他

年次強化費 100 000 200 000 △ 100 000 卒業 周年同期会 若年次支援年次強化費 100,000 200,000 △ 100,000 卒業10・15周年同期会・若年次支援

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ維持費 200,000 350,000 △ 150,000 ドメイン料、委託料他

名簿管理費 0 4,169,129 △ 4,169,129 会員名簿システム維持・管理経費

資料室運営費 50,000 100,000 △ 50,000 秋高祭展示・保管資料・維持整備用品

広　告　費 60,000 100,000 △ 40,000 魁新報企画広告掲載（甲子園野球県大会・年賀）

羽城館維持管理費 1,400,000 400,000 1,000,000 外壁塗装、大型エアコン取替、ﾜｯｸｽがけ他

会　議　費 2,650,000 3,100,000 △ 450,000

総　会　費 1,000,000 1,000,000 0 総会資料、講演謝礼、会場費、当番年次会議

運営委員会費 800,000 900,000 △ 100,000 運営委員会2回、理事会2回

委 員 会 費 350,000 500,000 △ 150,000 常置委員会、特別委員会、合同委員会

支部関係費 500,000 700,000 △ 200,000 支部総会・年次同期会・歓迎会参加費

事　務　費 7,250,000 7,500,000 △ 250,000

給料・手当 2,650,000 2,650,000 0 嘱託手当・事務補助手当・ｱﾙﾊﾞｲﾄ賃金

消 耗 品 費 180,000 200,000 △ 20,000 事務消耗品、各用紙代、ｺﾋﾟｰﾘｰｽ料、トナー 他

印　刷　費 70,000 100,000 △ 30,000 各ｻｲｽﾞ封筒等印刷代、役員名簿印刷

通　信　費 3,000,000 3,000,000 0 郵便料金（だより送料含む）、NTT料金、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ回線信 費 , , , , 郵 料 料含 料 線

手　数　料 700,000 700,000 0 会費・協賛広告等振込手数料、ｺﾝﾋﾞﾆ収納手数料他

機器運営費 150,000 150,000 0 機器修理 他

旅費・交通費 500,000 700,000 △ 200,000 支部等出席旅費・交通費、私用車燃料代

基　　　金 1,000,000 1,000,000 0

同窓会基金 1,000,000 1,000,000 0

雑　　　費 130,000 150,000 △ 20,000

慶　弔　費 80,000 100,000 △ 20,000 各種慶弔

雑　　　費 50,000 50,000 0 残高証明書、茶、洗剤 他雑　　　費 50,000 50,000 0 残高証明書、茶、洗剤 他

予　備　費 2,360,000 2,660,871 △ 300,871

予　備　費 2,360,000 2,660,871 △ 300,871

支 出 合 計 18,900,000 23,530,000 △ 4,630,000
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あ
る
。
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さ
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続
い
て
平
成
28
年
度
の
会
務
報

告
、
５
常
置
委
員
会
と
３
特
別
委

員
会
の
事
業
報
告
、
会
計
決
算
報

告
を
承
認
。
29
年
度
の
事
業
計
画

と
１
８
９
０
万
円
に
上
る
一
般
会

計
予
算
も
原
案
通
り
承
認
し
た
。

　

28
年
度
ま
で
一
般
会
計
に
繰

り
入
れ
て
い
た
名
簿
管
理
費

は
、
29
年
度
か
ら
は
名
簿
会
計

（
４
０
８
万
６
９
１
９
円
）
と
し

て
独
立
さ
せ
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
、
承
認
。
な
お
、
５
年
ご
と
に

　

県
立
秋
田
高
等
学
校
同
窓
会
の

平
成
29
年
度
通
常
総
会
が
６
月
25

日
、
秋
田
市
の
秋
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ

ル
で
開
か
れ
た
。
出
席
者
は
「
周

年
を
除
く
通
常
の
総
会
と
し
て
は

過
去
最
多
」（
同
窓
会
事
務
局
）

の
約
２
６
０
人
に
上
り
、
総
会
後

の
懇
親
会
も
大
い
に
盛
り
上
が
っ

た
。

　

役
員
改
選
で
は
、
町
田
睿
会
長

（
昭
和
31
卒
）
が
満
場
一
致
で
再

選
（
任
期
３
年
）
さ
れ
、
２
期
目

の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

　

総
会
の
冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立
っ

た
町
田
会
長
は
「
母
校
は
６
年
後

に
創
立
１
５
０
周
年
を
迎
え
る
全

国
有
数
の
名
門
だ
が
、
時
代
の
流

れ
の
中
で
変
化
も
あ
る
」
と
切
り

出
し
、
本
県
の
人
口
減
少
の
影

響
が
母
校
に
も
及
ん
で
い

る
現
状
に
触
れ
た
。
そ
の

上
で
「
有
名
大
学
進
学
を

競
う
時
代
か
ら
、
地
域
が

必
要
と
す
る
人
材
育
成
に

力
を
入
れ
る
時
代
に
な
っ

た
」
と
強
調
し
た
。

　

さ
ら
に
世
界
の
政
治
・

経
済
の
状
況
、
所
得
格
差

の
拡
大
に
言
及
し
な
が
ら

発
行
し
て
い
る
同
窓
会
員
名
簿
の

41
号
は
、
30
年
９
月
に
発
行
す
る

こ
と
に
し
て
お
り
、
製
作
に
当

た
っ
て
こ
れ
ま
で
以
上
に
厚
く
な

ら
な
い
よ
う
工
夫
を
凝
ら
す
こ
と

が
報
告
さ
れ
た
。

　

ま
た
特
別
委
員
会
の
う
ち

「
１
５
０
周
年
記
念
誌
編
集
（
準

備
）
特
別
委
員
会
」
は
、「（
準
備
）」

を
削
除
す
る
こ
と
を
報
告
。
前
女

性
事
務
職
員
を
原
告
、
秋
田
高
校

同
窓
会
を
被
告
と
す
る
退
職
金
の

追
加
支
払
い
を
め
ぐ
る
裁
判
が
和

解
し
た
こ
と
も
報
告
さ
れ
た
。
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町
田
会
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を
再
選

過
去
最
多
の
２
６
０
人
集
う

通常総会



委員会構成《常置委員会・特別委員会》　平成29年10月23日現在
企画委員会
副 会 長 佐野　元彦 （昭和49卒）
委 員 長 佐藤　悦紹 （昭和49卒）
副 委 員 長 上村　　司 （昭和48卒）
副 委 員 長 小國　輝也 （昭和57卒）
委 　 員 山口　武秀 （昭和49卒）
委 　 員 内藤  克幸 （昭和51卒）
委 　 員 鈴木　真実 （昭和53卒）
委 　 員 加賀谷　修 （昭和62卒）
委 　 員 河村　希典 （平成2卒）
委 　 員 小松  和彦 （平成7卒）
学 校 委 員 佐々木裕之 （昭和58卒）
学 校 委 員 浦　  伸之 （昭和62卒）
財政委員会
副 会 長 三浦　廣巳 （昭和44卒）
委 員 長 伊藤　茂樹 （昭和42卒）
副 委 員 長 鈴木　明夫 （昭和45卒）
委 　 員 菅原孝次郎 （昭和44卒）
委 　 員 加 納 広 明 （昭和53卒）
委 　 員 亀井  哲夫 （昭和53卒）
委 　 員 鶴田  嘉裕 （昭和56卒）
委 　 員 桑原　  透 （昭和58卒）

委 　 員 荻原慎太郎 （平成1卒）
学 校 委 員 鎌田多恵子 （事務長補佐）
学 校 委 員 松田　  聡 （昭和57卒）
名簿委員会
副 会 長 佐野　元彦 （昭和49卒）
委 員 長 越中谷孝一 （昭和59卒）
副 委 員 長 田近  吉彦 （昭和50卒）
副 委 員 長 伊多波未来 （昭和59卒）
委 　 員 岡本久美子 （昭和52卒）
委 員 佐藤　正尚 （昭和55卒）
委 　 員 伊藤　　渉 （昭和59卒）
委 　 員 佐竹　久美 （平成3卒）
委 　 員 那波信太郎 （平成3卒）
委 員 鈴木　孝友 （平成4卒）
委 　 員 佐々木貴徳 （平成5卒）
委 　 員 林　　德彦 （平成11卒）
学 校 委 員 小松　直樹 （昭和57卒）
学 校 委 員 金岡　直人 （平成5卒）
広報委員会
副 会 長 辻　　良之 （昭和50卒）
委 員 長 大 地 　 進 （昭和47卒）
副 委 員 長 大 友 　 直 （昭和57卒）

副 委 員 長 加 藤 　 悟 （平成3卒）
委 　 員 柴田　治彦 （昭和46卒）
委 　 員 森 　 義 弘 （昭和48卒）
委 　 員 大 阪 　 肇 （昭和56卒）
委 　 員 中 山 　 悟 （昭和58卒）
委 　 員 水澤　俊明 （平成4卒）
委 　 員 金岡　直人 （平成5卒）
学 校 委 員 打川　史子 （平成4卒）
学 校 委 員 高 橋 　 大 （平成8卒）
ホームページ委員会
副 会 長 中村　順子 （昭和50卒）
委 員 長 武内　伸文 （平成2卒）
副 委 員 長 諸井　忠道 （昭和61卒）
委 　 員 佐藤　記史 （昭和58卒）
委 　 員 寺田美和子 （平成8卒）
委 　 員 北林　陽児 （平成12卒）
委 　 員 須田　紘彬 （平成16卒）
委 　 員 武藤　元貴 （平成20卒）
委 　 員 堀川  裕輝 （平成22卒）
学 校 委 員 淀谷　誠也 （昭和62卒）
学 校 委 員 伊藤　  匡 （平成1卒）

辻
、
中
村
両
氏

　
　
　
　
副
会
長
に

　

町
田
会
長
を
再
選
し
た
役
員
改

選
で
は
、
高
島
清
子
副
会
長
（
昭

和
33
卒
）
が
顧
問
と
な
り
、
高
橋

智
徳
副
会
長
（
昭
和
40
卒
）
と
松

岡
正
樹
参
与
（
昭
和
30
卒
）
が
退

任
し
た
。
後
任
の
副
会
長
に
は
辻

良
之
（
昭
和
50
卒
）、
中
村
順
子

（
同
）
の
両
氏
が
選
出
さ
れ
た
。

　

改
選
さ
れ
た
副
会
長
、
監
事
は

次
の
通
り
（
敬
称
略
）。

　
【
副
会
長
】
銭
谷
眞
美
（
昭
和

43
卒
）、三
浦
廣
巳
（
昭
和
44
卒
）、

佐
野
元
彦
（
昭
和
49
卒
）
＝
以
上
、

再
任
、
辻
良
之
（
昭
和
50
卒
）、

中
村
順
子
（
昭
和
50
卒
）
＝
以
上
、

新
任
、
安
田
浩
幸
（
昭
和
54
卒
）

＝
校
長
【
監
事
】
久
米
田
和
太
郎

（
昭
和
38
卒
）、
佐
藤
隆
夫
（
昭
和

50
卒
）、
田
村
泰
教
（
昭
和
59
卒
）

＝
以
上
、
再
任
。

　

通
常
総
会
後
の
記
念
講
演
で
、

専
大
野
球
部
の
齋
藤
正
直
監
督

（
昭
和
54
卒
）
が
「
指
導
者
と
は
？　

人
を
〝
育
て
る
〟
っ
て
そ
ん
な
に

簡
単
か
？
」
と
題
し
て
熱
弁
を
振

る
っ
た
。

　

齋
藤
監
督
は
平
成
26
年
、
就
任

１
年
目
で
専
大
を
東
都
大
学
野
球

２
部
優
勝
に
導
き
、
１
部
入
り
し

た
27
年
も
優
勝
し
、
古
豪
復
活
を

果
た
し
た
。

　

齋
藤
監
督
は
数
々
の
裏
話
を
披

露
し
な
が
ら
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え

て
講
演
。「
指
導
者
の
特
権
と
は

何
か
」
と
問
い
掛
け
、「
そ
れ
は
、

成
長
す
る
側
に
立
て
る
こ
と
。
一

人
ひ
と
り
と
向
き
合
い
、
人
が
育

つ
と
こ
ろ
に
い
れ
る
幸
せ
こ
そ
特

権
だ
」
と
強
調
し
た
。
残
念
な
が

ら
今
春
、
２
部
に
降
格
し
た
が
、

「
全
て
俺
の
責
任
。
大
ら
か
さ
が

足
り
な
か
っ
た
」と
振
り
返
っ
た
。

▼
事
務
局
長
に
柏
木
氏

　

秋
田
高
校
同
窓
会
事
務
局
長
の

佐
藤
英
明
氏
（
昭
和
46
卒
）
が
９

月
末
で
退
任
し
、
新
事
務
局
長
に

柏
木
幹
夫
氏
（
同
）
が
10
月
１
日

付
で
就
任
し
た
。

　

新
任
の
柏
木
氏
は
北
都
銀
行
に

勤
務
し
、
北
都
総
研
、
久
米
田
羽

後
奨
学
会
事
務
局
長
（
兼
職
）
を

歴
任
。
平
成
25
年
か
ら
２
年
間
、

国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
セ
ル
ビ
ア
共
和
国
で
剣
道
の
指

導
に
当
た
っ
た
。

裏
話
を
交
え
て
熱
弁
専
大
野
球
部
・
齋
藤
正
直
監
督

（
昭
和
54
卒
）・
総
会
後
に
記
念
講
演

秋田高校同窓会だより VOL.1023

150周年記念誌編集特別委員会
副 会 長 中村　順子 （昭和50卒）
委 員 長 半田　和彦 （昭和36卒）
副 委 員 長 加賀谷真澄 （平成1卒）
委 　 員 池田　憲和 （昭和40卒）
委 　 員 京極　雅幸 （昭和49卒）
学 校 委 員 佐々木英憲 （副校長）
学 校 委 員 中嶋　修子
学 校 委 員 深井富美子
学 校 委 員 富樫　良恵 （昭和57卒）
学 校 委 員 沢 井 　 郁 （平成2卒）
学 校 委 員 坂本　公正 （平成6卒）
学 校 委 員 物部　長幸 （平成6卒）

新先蹤録編纂特別委員会
副 会 長 銭谷　眞美 （昭和43卒）
委 員 長 畠 山 　 茂 （昭和43卒）
副 委 員 長 武藤冨士雄 （昭和43卒）
副 委 員 長 豊 嶋 　 司 （昭和44卒）
委   員 相馬　高道 （昭和51卒）
委   員 内藤　克幸 （昭和51卒）
委   員 田口　清洋 （昭和54卒）
選 考 委 員 澤井　範夫 （昭和41卒）
選 考 委 員 柴田　義弘 （昭和41卒）
選 考 委 員 北林真知子 （昭和45卒）
選 考 委 員 武内　伸文 （平成2卒）

郷土創生特別委員会
副 会 長 三浦　廣巳 （昭和44卒）
委 員 長 佐藤　裕之 （昭和55卒）
副 委 員 長 武内　伸文 （平成2卒）
委 　 員 藤盛　節子 （昭和43卒）
委 　 員 伊 藤 　 新 （昭和55卒）
委 　 員 百 瀬   和 （昭和56卒）
委 　 員 猿田　和三 （昭和57卒）
委 　 員 金子　敬司 （昭和63卒）
委 　 員 相沢　陽子 （平成4卒）
委 　 員 小玉　康明 （平成4卒）
委 　 員 長谷川　敦 （平成4卒）
委 　 員 北嶋　友暁 （平成9卒）
委 　 員 林 　 德 彦 （平成11卒）
委 　 員 須田　紘彬 （平成16卒）



憧れの樹の前で（ハワイ・オアフ島モアナルア・ガーデン）

点

交
差

おの・たくみ／八郎潟町出身。秋田
大教育学部卒。昭和60年より17年間、
母校野球部の監督を務め、甲子園7
回出場。平成8年、アジア野球選手
権．高校全日本コーチ。秋田県教育
庁・保健体育課長、能代工業高校長、
秋田中央高校長、前県高野連会長、
現在、学校法人秋田コア学園・秋田
コアビジネスカレッジ校長。

Profile

思
い
出
は
歌
と
と
も
に

�

秋
田
コ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
カ
レ
ッ
ジ
校
長　

小
野　

巧
（
昭
和
49
卒
）

♪
こ
の
木
何
の
木
　
気
に
な
る
木

　

Ｃ
Ｍ
で
有
名
な
「
日
立
の
樹
」、

ハ
ワ
イ
・
オ
ア
フ
島
を
訪
ね
た
。

樹
齢
百
年
を
超
え
る
モ
ン
キ
ー

ポ
ッ
ド
の
大
樹
は
美
し
く
雄
大

で
、
そ
の
姿
を
前
に
長
年
の
夢
が

叶
っ
た
。
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

空
間
と
一
本
の
無
限
な
成
長
を
感

じ
た
。
人
間
と
の
ス
ケ
ー
ル
の
違

い
に
驚
き
、
木
か
ら
漂
う
自
然
の

豊
か
さ
に
感
動
を
覚
え
た
。ま
た
、

こ
の
樹
木
を
支
え
る
根
の
広
が
り

や
深
さ
を
想
像
し
、
見
え
な
い
部

分
の
神
秘
を
し
み
じ
み
思
っ
た
。

　

身
近
に
こ
ん
な
木
が
あ
っ
た
ら

も
っ
と
大
き
な
人
間
に
成
長
し
て

い
た
の
か
も
、
と
振
り
返
り
な
が

ら
ど
こ
と
な
く
あ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー

が
聞
こ
え
た
。
帰
り
際
、
や
は
り

気
に
な
る
木
で
あ
っ
た
。

♪
雲
は
湧
き
　
光
溢
れ
て

　

平
成
3
年
猛
暑
の
夏
、
2
回

戦
で
北
嵯
峨
を
破
り
、
3

回
戦
は
大
阪
桐
蔭
（
優
勝
）

に
延
長
十
一
回
3
対
4
で

惜
敗
し
た
が
、
ノ
ー
シ
ー

ド
か
ら
の
大
躍
進
で
あ
っ

た
。
選
手
の
可
能
性
は
無

限
で
、
秋
高
生
の
底
力
も

計
り
知
れ
な
い
。
甲
子
園

を
去
る
時
、「
毎
年
は
無
理

で
し
ょ
う
が
、
貴
校
の
よ

う
な
学
校
に
出
て
ほ
し
い
」

と
の
言
葉
。

　

勝
利
に
も
敗
北
に
も
、

夢
実
現
に
向
け
て
努
力
し
、

日
々
肩
を
組
ん
で
歌
い
続

け
た
大
会
歌
。
新
幹
線
福
島
駅
、

地
元
古
関
裕
而
作
曲
の
「
栄
冠
は

君
に
輝
く
」
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
流

れ
る
。
目
を
閉
じ
る
と
、
甲
子
園

の
青
い
空
を
思
い
出
し
「
栄
冠
は

僕
ら
に
輝
い
た
」
こ
の
夏
の
一
瞬

が
浮
か
ぶ
。

♪
新
し
い
季
節
の
は
じ
め
に

　

平
成
8
年
春
、
Ａ
Ａ
Ａ
ア
ジ
ア

野
球
選
手
権
大
会
に
、
全
日
本
監

督
尾
藤
公
（
箕
島
）、
コ
ー
チ
山

下
智
茂
（
星
陵
）
と
私
で
フ
ィ
リ

ピ
ン
に
挑
ん
だ
。

　

日
の
丸
を
付
け
た
重
圧
を
実

感
。
普
及
目
的
の
一
戦
、
相
手
打

者
の
四
球
判
定
「
Ｎ
Ｏ
」
の
動
作

に
周
囲
は
笑
っ
た
が
、
私
は
衝
撃

を
受
け
た
。
出
塁
に
喜
び
拍
手
を

貰
う
日
本
の
現
実
。「
打
ち
た
い
」

と
の
欲
求
が
本
能
の
は
ず
。
こ
の

喜
び
を
原
点
に
チ
ー
ム
作
り
が

あ
っ
た
の
に
。

　

移
動
中
、
選
抜
の
歌
「
今
あ
り

て
」
を
ギ
タ
ー
一
本
で
歌
う
谷
村

新
司
（
作
曲
）
の
テ
ー
プ
に
身
震

い
し
た
。
今
で
も
こ
の
曲
に
、
球

春
の
喜
び
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
衝

撃
を
想
う
。

♪
天
上
は
る
か
に
　
太
平
山
の

　
「
我
が
野
球
部
に
は
、二
つ
（
勉

学
と
野
球
）
の
甲
子
園
が
あ
る
」

の
問
い
か
け
。
目
的
は
「
強
い
人

間
た
れ
！
」、目
標
は
「
自
分
に
・

仲
間
に
・
相
手
に
勝
つ
こ
と
」、

部
訓
は「
挨
拶
・
時
間
・
集
中
力
」

で
あ
る
。
現
実
は
う
ま
く
行
か
ず

勝
負
で
は
負
け
る
方
が
多
い
が
、

諦
め
ず
に
積
極
的
に
挑
戦
す
る
こ

と
を
「
強
い
人
間
」
と
表
し
た
。

　

悔
し
涙
と
嬉
し
涙
の
校
歌
、
ど

ち
ら
も
歌
っ
た
。
将
来
も
「
最
後

ま
で
、諦
め
な
い
者
が
成
功
す
る
」

と
激
励
。
夢
を
持
つ
大
切
さ
を
野

球
で
学
び
、
そ
の
実
践
が
教
え
子

と
歌
っ
た
「
天
上
は
る
か
に
」
の

校
歌
。
い
つ
か
最
高
の
校
歌
を
歌

う
た
め
に
、
汗
し
た
17
年
間
の
監

督
生
活
で
あ
っ
た
。

　

皆
が
知
っ
て
い
る
こ
の
4
曲
。

聞
く
時
・
歌
う
時
、
こ
れ
ま
で
の

思
い
出
が
交
差
し
、
懐
か
し
い
。

秋田基準寝具株式会社

代表取締役社長 柳原 正俊（昭和44年卒）

代表取締役会長 柳原 智子（昭和49年卒）

介護福祉部課長 栗山 隆一（昭和49年卒）

営 業 本 部 長 千田 裕二（昭和60年卒）

取締役本社工場長 柳原 弘幸（平成21年卒）

〒010-0975 秋田市八橋イサノ6-1
TEL 018-862-4525 FAX.018-823-6484
info@akitakijunshingu.co.jp

代表取締役会長

三浦 廣巳
(昭和 44 年卒 )

http://www.akita-nissan.co.jp/ 

菅原　三朗（昭和25年卒）
菅原孝次郎（昭和44年卒）
畠山宗太郎（平成９年卒）
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か
つ
て
多
く
の
同
窓
生
が
、
あ

る
い
は
家
庭
の
事
情
で
弁
当
が
持

参
で
き
ず
、
あ
る
い
は
若
い
胃
袋

の
旺
盛
な
消
化
能
力
故
の「
早
弁
」

後
の
第
三
食
の
た
め
、
あ
る
い
は

同
じ
釜
の
飯
を
食
い
な
が
ら
の
語

ら
い
の
場
と
し
て
、
大
い
に
活
用

し
た
「
学
食
」
が
今
は
な
い
。

　

聞
け
ば
、８
年
前
の
平
成
21
年
、

女
子
生
徒
の
増
加
で
弁
当
持
参
率

が
上
昇
す
る
な
ど
の
背
景
が
あ
っ

て
か
、
学
食
運
営
会
社
が
赤
字
を

理
由
に
撤
退
し
、
爾
来
、
厨
房
を

学食復活
プロジェクト

備
え
た
研
修
会
館
１
階
は
、
そ
の

本
来
の
機
能
と
姿
を
失
っ
て
い
る

と
い
う
。

1
0
0
0
人
以
上
が
回
答

　
「
文
武
両
道
」
を
標
榜
し
て
や

ま
な
い
当
校
は
、
部
活
や
同
好
会

へ
の
加
入
率
が
1
3
0
％
を
超
え

て
い
る
。
つ
ま
り
部
活
掛
け
持
ち

の
生
徒
が
多
く
い
る
。
忙
し
い
学

校
生
活
を
乗
り
切
り
つ
つ
、
脳
に

十
分
な
栄
養
を
届
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
大
事
な
成
長
期
に
あ
る

生
徒
た
ち
に
と
っ

て
、
我
が
母
校
の

食
事
環
境
は
あ
ま

り
に
も
貧
弱
で
あ

る
。
学
食
が
な
く

な
っ
て
弁
当
持
参

者
は
増
え
た
が
、

共
働
き
が
普
通
に

な
っ
て
い
る
今
日

で
は
、
弁
当
作
り

の
保
護
者
の
負
担

感
は
大
き
い
。

　

健
全
な
る
肉
体

も
精
神
も
、
畢ひ
っ

竟き
ょ
う

食
う
物
に
依
る
の
で
あ
る
。

将
来
の
郷
土
創
生
を
担
う
生
徒
の

胃
袋
を
健
全
に
満
た
す
こ
と
は
当

委
員
会
の
管
掌
義
務
で
あ
る
、
と

い
う
見
地
か
ら
、
今
般
、
学
校
の

全
面
的
な
協
力
を
得
て
、
生
徒
と

保
護
者
、
教
職
員
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の

結
果
1
、
1
6
6
人
の
回
答
を
得

て
、
約
８
割
に
あ
た
る
9
2
1
人

が
学
食
の
復
活
を
強
く
望
ん
で
い

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
れ
は
当

委
員
会
の
予
測
と
ほ
ぼ
一
致
し
て

い
る
。

新
た
な
運
営
法
を
模
索

　

当
委
員
会
と
し
て
は
、
こ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
を
受
け
て
、
学
食

の
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
着
手
し

た
。
食
堂
運
用
の
主
体
論
、
方
法

論
、
厨
房
・
食
堂
の
整
備
、
衛
生

管
理
、
メ
ニ
ュ
ー
の
検
討
、
わ
ず

か
40
分
間
の
昼
休
み
で
の
食
事
時

間
の
確
保
な
ど
、
課
題
は
多
岐
に

わ
た
る
が
、
従
来
の
特
定
業
者
へ

の
一
括
委
託
の
よ
う
な
通
り
一
遍

の
や
り
方
で
は
な
く
、
今
日
の
秋

田
高
校
に
ふ
さ
わ
し
い
方
法
で
、

末
永
く
続
く
形
を
と
り
た
い
と
考

え
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
同
窓

会
が
運
用
主
体
と
な
り
つ
つ
、
専

門
業
者
、
O
B
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
食
材
寄
付
な
ど
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
や
、
同
窓
会
に
よ
る
「
学

食
整
備
・
食
費
支
援
フ
ァ
ン
ド
」

の
形
成
な
ど
を
検
討
中
で
あ
る
。

具
体
化
に
向
け
て
同
窓
生
諸
氏
の

絶
大
な
る
ご
支
援
を
お
願
い
し
た

い
。

0 20 40 60 80 100

全回答者

とても必要である

29.3% 49.8% 14.0% 2.8%
4.0%

学食が必要かどうか

うち生徒

うち教職員

うち保護者

やや必要である どちらでもない
あまり必要ではない 必要ではない 無回答

29.1% 47.6% 15.5% 3.6%
4.3%

19.4% 58.3% 13.9% 2.8%
5.6%

30.4% 52.6% 11.4%
1.4%

0.2%
4.0%

昭和53年の学食の様子 「
必
要
」が
8
割
も

郷土創生特別委員会学食復活プロジェクト

生
徒・保
護
者
ら
に

ア
ン
ケ
ー
ト

秋田高校同窓会だより VOL.1025



話す楽しみ　聞く楽しみ
� NHK放送研修センター　シニアアナウンサー  

� 大沼 ひろみ（昭和58卒）

おおぬま・ひろみ／NHKシニアアナ
ウンサー。仙台市生まれ、小中高
校と秋田で過ごす。1988年東北大
文学部卒、同年日本放送協会入局。
初任地は秋田放送局。
　現在、（一財）NHK放送研修セン
ターに勤務。「ラジオ深夜便」アン
カー（ラジオ第1で午後11時15分～、
第1・3月曜担当） 等で活躍中。番組
ホームページは http://www4.nhk.
or.jp/shinyabin/

（なお、「ラジオ深夜便」は午前1時
からラジオ第1とFMで同時放送）

　

ふ
る
さ
と
秋
田
で
社
会
人
と
し
て
の
一
歩
を

踏
み
出
し
て
、
も
う
30
年
。
初
任
地
と
い
う
こ

と
も
あ
っ
て
、
母
校
の
秋
田
高
校
に
は
ず
い
ぶ

ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

セ
ン
バ
ツ
甲
子
園
の
学
校
紹
介
の
取
材
で
訪

ね
た
の
が
、
新
校
舎
に
入
っ
た
最
初
だ
っ
た
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。
自
分
た
ち
が
通
っ
た
コ
ン

ク
リ
ー
ト
打
ち
っ
ぱ
な
し
の
（
今
思
え
ば
お

し
ゃ
れ
だ
っ
た
？
）
ベ
ラ
ン
ダ
が
通
路
で
A
組

の
後
ろ
の
ド
ア
を
開
け
る
と
B
組
に
入
っ
ち
ゃ

う
、
と
い
う
不
思
議
な
つ
く
り
の
校
舎
に
慣
れ

親
し
ん
だ
身
に
は
、
ま
ぶ
し
い
（
実
際
、
本
当

に
光
が
ふ
ん
だ
ん
に
入
る
つ
く
り
）
木
の
ぬ
く

も
り
い
っ
ぱ
い
の
教
室
で
し
た
。

　

新
し
い
雨
天
練
習
場
で
は
投
球
練
習
を
間
近

で
見
せ
て
も
ら
い
、
ス
ピ
ー
ド
に
び
っ
く
り
し

つ
つ
『
軟
野
に
も
こ
ん
な
い
い
施
設
が
あ
っ
た

ら
な
あ
』（
軟
式
野
球
部
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
だ
っ

た
も
の
で
）
な
ん
て
思
っ
た
り
。
職
員
室
に
顔

を
出
せ
ば
、
ま
だ
高
校
の
時
に
お
世
話
に
な
っ

た
先
生
が
い
る
、
そ
ん
な
新
人
の
頃
で
し
た
。

　

月
日
は
流
れ
、今
、私
は
放
送
研
修
セ
ン
タ
ー

に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
4
月
に
な
る
と
、営
業
、

技
術
、
記
者
、
編
成
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
総

務
、
事
業
…
…
と
新
人
た
ち
で
教

室
は
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
会
議
室

や
控
室
な
ど
も
や
り
く
り
す
る
状

態
。
建
物
中
が
初
々
し
さ
で
あ
ふ

れ
か
え
る
よ
う
で
す
。
全
国
各
地

そ
れ
ぞ
れ
の
赴
任
地
に
旅
立
っ
た

後
は
、
研
修
担
当
一
同
し
ば
ら
く

〝
ロ
ス
〟
状
態
。

　

お
近
く
の
局
に
新
人
が
参
り
ま

し
た
ら
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
他
に
も
い
ろ
い
ろ

な
研
修
や
講
座
が
あ
り
ま
す
。
先

日
私
が
講
師
を
務
め
た
朗
読
勉
強

会
で
は
東
海
・
北
陸
の
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
や
キ
ャ
ス
タ
ー
が
地
元
ゆ
か

り
の
文
学
を
読
み
ま
し
た
。
3
年

前
ま
で
勤
務
し
て
い
た
福
井
の
懐

か
し
い
な
ま
り
も
物
語
の
セ
リ
フ

で
久
し
ぶ
り
に
聞
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
服
装
も
声
の
響
き
も
国
際
色
豊
か

な
外
国
の
放
送
局
の
研
修
、
お
国
言
葉
の
リ

ポ
ー
ト
が
並
ぶ
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
研
修
、
専

門
用
語
が
飛
び
交
う
企
業
や
自
治
体
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
講
座
。
ち
ょ
っ
と
緊
張
気
味
の

自
己
P
R
が
聞
こ
え
て
き
た
ら
「
就
活
応
援
！

大
学
生
セ
ミ
ナ
ー
」
…
…
こ
と
ば
っ
て
本
当
に

豊
か
だ
な
、
と
受
講
者
の
方
か
ら
教
え
ら
れ
る

毎
日
で
す
。

　

さ
て
、
放
送
で
は
最
近
「
ラ
ジ
オ
深
夜
便
」

で
母
校
（
秋
田
中
学
）
の
先
輩
、
東
海
林
太
郎

特
集
を
や
り
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
と
の
ご
縁
も

い
つ
ま
で
も
続
く
も
の
だ
な
あ
と
感
じ
た
ひ
と

時
で
し
た
。

緑豊かな職場（東京都世田谷区砧）

朗読勉強会の1コマ（福井放送局キャスターと）

6



ZO MUP!O

つじむら・なおや／潟上市生まれ。立
命館大卒。同大卒業後、事業内容を定
めずに株式会社を設立。その後、事業
をネット上の無料辞書サービスに定めて
Weblio（ウェブリオ）を創業。創業13
年目となる現在、1秒間に300アクセス、
社員約100人を抱え、新宿本社以外に
名古屋、京都、福岡、大分、そしてフィ
リピンに支店を持つ。

さとう・はるか／秋田市生まれ。慶應
義塾大学環境情報学部4年。4歳から白
百合保育園一輪車クラブ（秋田市）で
活動後、新百合丘一輪車クラブ（神奈
川県川崎市）に移籍。今年7月の全日
本一輪車競技大会で総合優勝（ペア演
技部門）。現在、公益社団法人日本一
輪車協会の公認指導員として、国内外
の小学生への指導や、地区大会の審査
員等を務める。各種メディアで活躍中。
2017ミス・ユニバース・ジャパン秋田大
会特別賞を受賞。

　世界のグローバル化が急速に進みつつある昨今、日
本は英語コミュニケーション能力の不足という課題を
抱えています。
　すでに現在、日系企業の海外拠点は7万拠点以上、
海外に在留する日本人は130万人以上にのぼります

（2015年、政府調べ）。年間の訪日外国人観光客は昨年
2千万人を突破しています。東京23区の人口合計（約
921万人）の倍以上ですから、その規模の大きさがう
かがえます。
　日本政府も英語教育の充実には真剣に取り組み始め
ています。学校では小学校から英語の授業が始まり、
しかも読み書きに加えて「話す」部分にも重点が置
かれるようになっています。ALT（外国語指導助手）
が授業に参加する頻度も年々充実しています（私たち
の頃はあったかどうかが怪しかった記憶があります
……）。大学入試センター試験も刷新されます。今ま
さに英語教育の環境は改革の真っ最中です。
　英語の習得には、学力や偏差値の良し悪しは関係あ
りません。ただし、膨大な学習量がどうしても必要で
す。ある調査によれば、日本人が英語を習得するには
2000 ～ 3000時間程度の学習が必要ともいいます。
　また、英語はやはり実践で使ってこそ身につくもの
です。私の場合、英語雑誌の定期購読などで英語の知
識を積んでいたつもりではありますが、実際に英語が
身につき始めたと実感できたのは、社会人になってか
ら、英語で会話しなくてはならない状況に直面してか
らでした。
　面白いことに、英語の知識が増えれば増えるほど、
日本語に対する理解も深まっていきます。日本語は文
章の自由度が高く、日本人でさえ使いこなすことの難
しい言語です。英語の論理を学ぶことは、情報を正し
く伝達する方法を学ぶことにもつながります。
　今の日本にとって、英語の習得は、国際的な競争力
を高めるという意味だけでなく、より時代に即したコ
ミュニケーションの方法を知り、日本の伝統的な感性
を再発見し、日本人としての自覚や自負を取り戻すた
めにも非常に大切な取り組みです。私も英語学習支援
サービスの提供を通じて、めいっぱい応援できればと
思っています。

　一輪車といえば、小学生の時に乗ったことがある人
も多いのではないでしょうか。私はその一輪車を、競
技として4歳から始めました。ドレスを身にまとい、
音楽に合わせて踊りながら技術力と表現力を競う一輪
車は、まるでフィギュアスケートのようです。初めの
うちは上手に乗れることがうれしく、毎日練習という
より楽しむために乗っていた気がします。
　そんな私に初めて転機が訪れたのは8歳の時。先輩
方に混ざり初めて全国大会に出場し、特別賞をもらい
ました。この経験で自分の一輪車スキルを披露できる
ことの素晴らしさを知り、競技としての一輪車の魅力
に引き込まれていきました。
　その後小学生、中学生の時にソロ演技ジュニア部門
優勝、そして高校生の時にはシニアの部でのソロ全国
制覇、団体で全国3連覇、ペア世界大会優勝と自分自
身でも驚く結果を収めました。
　そしてもう一つ私の一輪車人生の転機となったの
は、「EXILEのライヴツアーへの参加」でした。学業
もある中での全国ツアーだったため周囲の反対もあり
ましたが、最終的には参加を許してくれた先生方や両
親には非常に感謝しています。その経験で競技だけで
はなく、エンターテインメントとしての一輪車を初め
て感じ、無限の可能性があると思うようになりました。
　現在は競技者としてはもちろん、パフォーマーや指
導者としてさまざまな方向から一輪車の発展の一助に
なるよう努めています。特に指導では、国内のみなら
ず韓国の子供たちにも行い、競技人口という分母を増
やすことで一輪車の認知度を上げようと試みていま
す。
　一輪車は私が行っている演技や競技としてはまだま
だマイナーであり、遊具としての認識が強いことも事
実です。しかし私には「いつか一輪車をオリンピック
競技に」という思いがあります。そのために自らの経
験を還元し一輪車を少しでも多くの方に知ってもらえ
るよう、今後も活動を続けていきたいと思っています。

今、まさに問われる 
日本の英語教育
� ウェブリオ株式会社代表取締役　辻村 直也（平成12卒）

一輪車と共に
� 　佐藤 春佳（平成26卒）

秋田高校同窓会だより VOL.1027



　

66
年
前
、
16
歳
で
あ
っ
た
私
が
当
時
の
高

校
生
活
を
振
り
返
る
と
き
、
私
を
見
守
り
、

支
え
励
ま
し
て
く
だ
さ
っ
た
諸
先
生
の
面
影

や
、
啓
発
し
て
く
れ
た
上
級
生
、
同
期
生
の

眼
差
し
が
彷
彿
と
し
て
く
る
。

　

男
子
校
と
し
て
長
い
歴
史
と
伝
統
の
あ
る

県
立
秋
田
高
等
学
校
が
男
女
共
学
へ
の
門
戸

を
開
い
た
の
が
、
今
か
ら
66
年
前
の
昭
和
26

年
の
春
の
こ
と
だ
っ
た
。

注
目
の
的
だ
っ
た
女
子
1
期
28
人

　

入
学
者
5
1
3
人
の
う
ち
、女
子
は
28
人
。

1
学
年
10
ク
ラ
ス
の
う
ち
2
ク
ラ
ス
共
学
と

な
っ
た
。
女
子
が
14
人
ず
つ
配
置
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
共
学
の
ク
ラ
ス
は
嫌
だ
と
思
っ
た

男
子
も
い
た
と
仄そ
く

聞ぶ
ん

し
て
い
る
。
何
故
な
ら

秋
高
の
前
身
で
あ
る
秋
田
中
学
の
最
上
級
生

が
、
共
学
が
始
ま
っ
た
と
き
、
3
年
生
と
し

て
文
武
両
道
の
面
で
活
躍
し
て
い
た
。
彼
ら

は
蛮
カ
ラ
な
校
風
を
自
負
し
て
い
た
か
ら
と

思
う
。

　

校
舎
は
秋
田
駅
前
の
旧
兵
舎
で
あ
っ
た
。

終
戦
か
ら
6
年
目
の
昭
和
26
年
ご
ろ
に
は
戦

争
の
残ざ
ん

滓し

が
人
心
に
も
建
物
に
も
色
濃
く

残
っ
て
い
た
。
男
女
共
学
の
ク
ラ
ス
を
担
当

さ
れ
た
深
井
博
之
先
生
の
一
文
を
引
用
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

　
「
初
め
て
の
共
学
の
実
施
に
踏
み
切
っ
た

と
は
言
え
共
学
の
た
め
の
施
設
、
設
備
は
皆

無
で
、
男
子
ト
イ
レ
の
一
部
を
女
子
専
用
と

し
た
だ
け
で
更
衣
室
も
無
い
状
態
で
共
学
と

い
う
新
し
い
歴
史
が
始
ま
っ
た
」

　

入
学
当
初
、
校
門
を
く
ぐ
る
と
最
上
級
生

の
3
年
生
が
2
階
の
教
室
の
窓
か
ら
顔
を
鈴

生
り
に
女
生
徒
の
登
校
姿
を
見
下
ろ
し
て
い

た
。
そ
し
て
女
生
徒
を
迎
え
て
5
月
ご
ろ
、

初
の
生
徒
総
会
で
は
1
、
2
年
生
全
員
が
体

育
館
の
床
に
正
座
さ
せ
ら
れ
、
応
援
団
長
の

長
弁
舌
を
傾
聴
し
た
。
主
旨
は
、
女
生
徒
が

入
学
し
て
か
ら
か
つ
て
の
秋
中
魂

0

0

0

が
軟
弱
に

な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
母
子
家
庭
育
ち

の
私
な
ど
内
心
、
大
変
な
学
校
に
入
っ
た
も

の
だ
と
少
々
た
じ
ろ
い
だ
記
憶
が
あ
る
。

　

私
の
出
身
中
学
の
久
保
田
中
で
秋
高
を
志

望
し
た
の
は
、女
子
で
は
私
ひ
と
り
だ
っ
た
。

当
時
、
伝
統
あ
る
女
子
高
（
秋
田
北
高
）
が

あ
る
の
に
、
何
を
好
ん
で
わ
ざ
わ
ざ
男
子
校

昭和29年卒の3年E組。下段右から2人目が筆者。
（左の写真ともに卒業アルバムより）

和洋裁室の一コマ

代表取締役

佐々木克巳（昭和54年卒）

〒010-0973
秋田市八橋本町三丁目18番33号
TEL.018-863-5050
E-mail ： kojiroh@mutumi-w.co.jp
http://www.mutumi-w.co.jp

野球部 監督

齋 藤 正 直
（昭和54年卒）

C・R・A
株式会社 C・R・A

総合建設・解体工事　秋田県知事許可（般-28）第81557号
不動産取引・管理　秋田県知事許可（3）第2001号

010-0921 秋田市大町2丁目4-31
TEL018（862）3211 http://www.cradvance.com

代表取締役 加賀谷 勉（昭和54年卒）

秋
田
城
跡
鎮
座

宮  

司  

面  

山  

浩  

康

（
昭
和
五
十
四
年
卒
）

〒
〇
一
一
ー
〇
九
三
九

秋
田
市
寺
内
大
畑
五
ー
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
一
八
ー
八
四
五
ー
〇
三
三
七

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
一
八
ー
八
四
五
ー
三
三
四
一

秋
田
県
護
國
神
社

　
同
窓
生
な
ら
誰
し
も
、
秋
田
高
で
過
ご
し
た
時
間
に
は
青

春
の
思
い
出
が
び
っ
し
り
詰
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
一
つ

が
秋
田
高
の
歴
史
そ
の
も
の
で
あ
る
。
母
校
は
6
年
後
に
創

立
1
5
0
周
年
を
迎
え
る
。
同
窓
生
に
思
い
出
を
振
り
返
っ

て
も
ら
い
な
が
ら
、
秋
田
高
の
歴
史
を
多
角
度
か
ら
見
て
み

た
い
。
題
し
て
「
あ
の
頃
の
思
い
出
」
。
第
1
回
は
、
男
女

共
学
に
つ
い
て

―
。

あ
の
頃
の

▶1◀

ぐんじ・みちこ／
昭 和10年 北 海 道
北 見 生まれ。26
年に女子1期生と
して秋田高校に入
学し、29年卒業。
津田塾大学英文
科卒。1年間東京
で就職した後、34
年から聖 霊高校
で英語教師として

教壇に立つ。平成8年、同校退職を機に、田
舎生活を楽しみにしていた夫と共に長野県に
移転。夫は翌年、病気で他界し、現在は南ア
ルプスを望む同県箕輪町の自宅で愛猫1匹と暮
らしている。
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昭
和
26
年
か
ら

　

男
女
共
学
︱ 

厳
し
さ
と
珍
し
さ
交
錯

�

軍
司 

路
子（
81
）＝
昭
和
29
卒
・
旧
姓
菅
原
＝



0 500 1000 1500 2000（人）

0 10 20 30 40 50（%）

昭和26
昭和27
昭和28
昭和29
昭和30
昭和31
昭和32
昭和33
昭和34
昭和35
昭和36
昭和37
昭和38
昭和39
昭和40
昭和41
昭和42
昭和43
昭和44
昭和45
昭和46
昭和47
昭和48
昭和49
昭和50
昭和51
昭和52
昭和53
昭和54
昭和55
昭和56
昭和57
昭和58
昭和59
昭和60
昭和61
昭和62
昭和63
平成元
平成2
平成3
平成4
平成5
平成6
平成7
平成8
平成9
平成10
平成11
平成12
平成13
平成14
平成15
平成16
平成17
平成18
平成19
平成20
平成21
平成22
平成23
平成24
平成25
平成26
平成27
平成28
平成29 353

325
319
322
364
390
393
393
377
380
368
384
395
402
397
409
436
462
475
455

449
487
501
517
491
497
495
443

411
365
351
325
323
314
305
284
267
262
258
249
249
254
249
243
235
215
208
190
199
181
149
120
115
109
121
116
110
99
94
84
79
75
74
80
88

58
28

822
825
824
824
858
864
937
941
938
943
952
957
960
1001
1044
1079
1122
1156
1223
1232
1266
1303
1353
1385

1390
1392
1395

1393
1387
1387
1389
1407
1422
1409
1402
1399
1390
1376
1382
1392
1409
1430
1426
1405
1392
1391
1416
1462
1519
1570
1609
1637
1618
1606
1575
1553
1530
1536
1531
1554
1563
1534
1535
1535
1564

1455
1340

469
500
505
502
496
508
549
546
563
562
583
583
565
599
647
670
686
694
748
778
817
816
852
878
899
895
900
950
976
1022
1038
1082
1099
1095
1097
1115
1123
1114
1124
1143
1160
1176
1177
1164
1156
1176
1208
1272

42.9%
39.4%
38.7%
39.1%

42.4%
45.1%

41.9%
41.8%

40.2%
40.3%

38.7%
40.1%
41.1%
40.2%

38.0%
37.9%
38.9%
40.0%
38.8%

36.9%
35.5%
37.4%
37.0%
37.3%

35.3%
35.7%
35.5%

31.8%
29.6%

26.3%
25.3%

23.1%
22.7%
22.3%
21.8%

20.3%
19.2%
19.0%
18.7%
17.9%
17.7%
17.8%
17.5%
17.3%
16.9%

15.5%
14.7%

13.0%
13.1%

11.5%
9.3%

7.3%
7.1%
6.8%
7.7%
7.5%
7.2%
6.4%
6.1%
5.4%
5.1%
4.9%
4.8%
5.2%
5.6%

4.0%
2.1%

男子
女子
女子率

秋田高校男女生徒数の推移（昭和26年の男女共学開始以降）

（通常課程・全日制のみ　一部推計あり）

（各年度5月1日現在）

1320
1389
1450
1517
1503
1497
1454
1437
1420
1437
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1484
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に
入
ら
な
く
と
も
、
と
い
う
の
が
世
間
一
般

の
風
潮
だ
っ
た
。

祖
母
の
和
崎
ハ
ル
が
後
押
し

　

私
が
秋
高
を
志
望
し
た
の
に
は
、
祖
母
和

崎
ハ
ル
の
一
押
し
が
あ
る
。
市
川
房
江
先
生

と
連
携
し
て
早
く
か
ら
婦
人
参
政
権
運
動
に

深
く
か
か
わ
っ
て
き
た
彼
女
に
し
て
み
れ

ば
、
戦
後
や
っ
と
男
女
平
等
に
教
育
を
受
け

る
権
利
が
認
め
ら
れ
た
こ
の
好
機
を
逃
す
選

択
は
な
か
っ
た
。

　

教
科
担
任
は
全
員
男
性
だ
っ
た
。
元
復
員

兵
の
教
師
が
数
人
お
ら
れ
、
授
業
中
、
戦
争

体
験
を
縷
々
語
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
戦
争
で

九
死
に
一
生
を
得
た
話
な
ど
興
味
深
く
聴
い

た
も
の
で
あ
る
。
太
平
洋
戦
争
と
い
う
長
く

て
暗
い
ト
ン
ネ
ル
か
ら
や
っ
と
抜
け
出
し
た

安
堵
感
と
明
る
い
未
来
を
信
じ
て
い
た
私
た

ち
だ
っ
た
。

　

最
後
に
、
私
た
ち
女
生
徒
の
お
世
話
役
と

し
て
の
佐
藤
カ
ツ
先
生
を
忘
れ
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
共
学
を
始
め
た
秋
高
に
北
高
か

ら
お
い
で
に
な
り
、
東
京
・
関
西
方
面
へ
の

修
学
旅
行
に
同
行
も
し
て
く
だ
さ
っ
た
有
り

難
い
存
在
だ
っ
た
。

石
榴
熟
れ
哀
歓
の
日
々
遠
く
な
る�

�
�

路
子

　
平
成
29
年
の
「
若
菜
会
の
集
い
」
が
10
月
９
日
、
秋
田

市
内
の
ホ
テ
ル
に
52
人
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　
秋
高
音
頭
復
活
の
た
め
に
一
緒
に
取
り
組
む
Ｏ
Ｂ
と
現

役
生
徒
の
様
子
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
鑑
賞
後
、
訪
問
介
護
の
先
駆

け
で
あ
り
、
国
内
初
の
が
ん
相
談
所
「
マ
ギ
ー
ズ
東
京
」

代
表
の
秋
山
正
子
さ
ん
（
昭

和
44
卒
）
に
ス
ピ
ー
チ
を
し

て
い
た
だ
い
た
。「
マ
ギ
ー
ズ

東
京
」
の
設
立
に
至
っ
た
経

緯
や
、
運
営
が
す
べ
て
寄
付

に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う

話
に
は
、
秋
山
さ
ん
の
情
熱

と
パ
ワ
ー
を
感
じ
た
。

　

歓
談
中
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

部
が
大
会
に
出
場
し
た
時
の

こ
と
が
話
題
に
な
り
、
大
会

初
得
点
を
挙
げ
た
こ
と
や
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
が
な
く
体
育
着

で
出
場
し
た
話
に
、
大
い
に

盛
り
上
が
っ
た
。

（
昭
和
44
卒 

木
村
三
紀
子
記
）   

和洋裁室の一コマ

代表取締役会長 蒔苗 昭三郎
代表取締役副会長 辻　  良  之
 （昭和50年卒）

代表取締役社長 吉  田　  進
 （昭和54年卒）
秋田市川尻町字大川反170番92
TEL.018-823-4645  FAX.018-823-7559

秋田ゼロックス株式会社

院 長　田 村  広 美
（昭和54年卒）

たむら船越
クリニック

TEL 0185ｰ22ｰ6789
http://www.aobakai.jp/

内科・外科・胃腸内科・肛門外科

曽　根　純　之
（昭和54年卒）

曽根医院医療法人
義　業　会

〒013-0502
横手市大森町袴形字西神成7-2
TEL 0 1 8 2－ 5 6－ 4 1 1 1
FAX 0 1 8 2－ 5 6－ 4 1 1 2

思
い
出
話
に
花
咲
か
せ
る

　 

「
若
菜
会
の
集
い
」
に
52
人
　

秋田高校同窓会だより VOL.1029
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『秋高音頭』で往時懐かしむ
� 昭和33年卒同期会
　9月15日、ホテルメトロポリタン秋田において33人（うち
県外から2人）で今年の例会を開催。齊藤幹事司会のも
と、物故者への黙祷、校歌斉唱、諸報告が行われ、その
後、昨年10月に地元テレビ局で放送されたニュース「秋高
音頭復活プロジェクト」のDVDを観賞。この「秋高音頭」は、
約60年前の在学中に発表され、「歌と踊り」に全員夢中で
取り組んだ思い出深い名曲。復活に立ち上がったこと、と
ても往時を懐かしむことができました。
　次いで、高島同窓会副会長から「皆で創立150周年（あ
と6年！）を迎えよう」と力強い宣言、退任される同氏の
長年のご尽力に感謝。懇親会では、工藤幹事作詩作曲に
よる鎮魂歌『花切手』の独唱。遠来茨城県からの近藤芳
行君の乾杯から、多くの会員からのスピーチで盛り上がり、
山菜探りの名人が「山で熊と10回遭遇したが、無事に帰
宅できた」と人間と熊の共生の一端を熱く語られました。
各テーブルでの話は尽きず、やがて校友会歌を斉唱。来年
は節目の年であり、全員で再会できることを強く願い、各々
会場を後にしました。� （佐藤 満雄 記）

講師齋藤君を囲んで集う
� 昭和54年卒同期会
　6月24日午後6時から、60人の参加で「昭和54年卒業
生同期会」が秋田ビューホテルで行われた。
　翌日開催される同窓会総会講演会の講師を同期の齋藤
正直君（専修大学野球部監督）がつとめることになったの
で、できるだけ多くの同期を集めようということで、4月11
日に同窓会学年幹事など約20人が集まり相談をしたとこ
ろ、『同期会をしよう』という気運が高まり、急遽開催す
ることとなった。
　準備期間が短かったが、同窓会事務局や同期の方々の
協力を得ながら恩師・同期の連絡がつく方々全てに通知を
出したところ、予想を超える参加者が集まった。安田校長 
（同期）も参加し、盛会のうちにお開きとなった。
� （高橋 信一 記）

穏やかに近況語り合う
� 昭和35年卒同期会
　昭和35年卒の第12回同期会「喜寿を祝う会」が4月21
日、秋田市のイヤタカで開かれた。3年次担任の山下三喜
男先生と青山成美先生もお祝いに駆けつけてくださり、総
勢78人のにぎやかな祝賀となった。会ではクラスごと、全
員がステージに上がり近況等をスピーチ。その際、クラス
の卒業記念写真がステージ横の大画面に映し出され、57
年前の若き姿と対面した。
　親睦を深めること3時間余り、次回3年後の 「卒業60周
年・傘寿を祝う会」での再会を約束した。（佐々木 三也 記）

創部70周年祝賀会盛大に
� サッカー部OB会
　5月27日、秋田キャッスルホテルにおいて恩師を含む83
人が参加し記念祝賀会を開催した。サッカー部は昭和22
年創部で、今年で創部70周年。これまで600人を超える
卒業生を送り出している。
　菅原実氏（昭和51卒）の司会で物故者への黙祷、川村
忠OB会長（昭和41卒）の挨拶で始まり、ご来賓の土門高
士監督、柴田義弘元部長（秋田高校元校長）からご祝辞
をいただいた。続いて、長年サッカー部にご尽力いただい
た石澤良一氏（昭和27卒）と菅原継昭氏（昭和29卒）に
感謝状贈呈、現役部員への激励金贈呈と進み、人見和男
氏（昭和23卒）の乾杯で祝宴の幕が開いた。
　20歳から80代までの幅広い世代が近況報告や恩師と
の昔話で大いに語り合い、　最後は全員で校歌斉唱、細部
泰雄氏（昭和57卒）の中締めで閉会した。
　これを機にさらなる交流の輪を広げ、OBの絆を深めると
ともに引き続き現役部員の支援に努めていきたい。
� （事務局長・石川 康樹＝昭和63卒 記）
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卒業60周年記念し気勢
� 昭和32年卒同期会
　9月1日、ホテルメトロポリタン秋田に会員35人が出席し、
卒業60周年を記念する総会を開催しました（県外から7人
出席）。年齢も80歳の大台になろうとする諸兄、元気溌
刺、秋高健児ここにありの勢いでありました。今年の懇親
会には、アーコディオン奏者の類地さんを迎え、あたかも
昭和の「歌声喫茶」を再現したかのような盛り上がりとなり、
賑やかで楽しいものとなりました。やがて中締め時刻とな
り、佐々木信吾副会長の発声で「とりあえず2020年の東
京オリンピックまでは継続する！それまで皆様元気で生存
するように」との激が飛び、めでたく解散。校友会歌、そ
して校歌と大合唱で更に盛り上がり、2次会へと流れ込み
ました。皆様本当にお元気で、駅前校舎在校生健在です！
� （園安 志郎 記）

東京で37年ぶりに“授業”
� 昭和55年卒同期会
　7月1日に東京芝パークホテルにて開催された3回目の同
期会は、地元でないにも関わらず全国各地から43人が集
いました。加えて柴田義弘・船木賢咲両先生にもお越しい
ただき、大盛り上がりとなりました。
　会は懐かしいチャイムで始まり、授業を模しての進行は、
柴田先生の「数学」と船木先生の「格技」、そして自主研
究テーマ発表として、「歴史」で当時の写真満載のスライド
ショーがあり、「音楽」で『マイムマイム』を踊ったり当時の
ヒット曲『心の旅』を全員で合唱したりと、あのころの手
形山のひとときそのものでした。また、遠方から参加してく
れた生徒には先生から一人ずつに言葉をかけられ感謝状を
渡していただく一コマもあり、皆が再会の喜びを新たにしま
した。
　来年はさらに授業が増えるよう、先生方の参加をお待ち
しております！� （吉野（佐川）由紀 記）

卒後半世紀、企画満載の宴
� 昭和43年卒同期会・秋高43会
　秋高43会の卒業50周年同期会が9月2日、秋田市の秋
田キャッスルホテルで開かれた。
　物故者への黙祷、後藤一会長の挨拶の後、安田浩幸校
長から母校の現況を伺った。恩師の高橋祥祐・高橋貞子
両先生のご出席をいただいた。
　竹谷繁副会長の乾杯で祝宴開始。故鈴木健次郎校長の
「汝何の為に其処に在り哉」の檄を胸に刻んだ進藤孝正君、
銭谷眞美君、金田勝年君の3人が思いや心境を語り、クラ
ス代表のスピーチと共に大きな拍手が送られた。
　澤石善裕君と愛好者5人による西馬音内盆踊り、長谷川
悦雄君の指揮するビッグバンドジャズも花を添えた。元応
援団長杉田豊明君のリードで校歌を斉唱。菅原廣悦副会
長が三本で締めた。
　準備を担った田中道生副会長、齊藤喜一君たちの尽力
で参加者は105人に上り、43会のさらなる充実に道筋が見
えた。� （笹山 秀信 記）

還暦同期会、盛大に開催
� 昭和51年卒同期会
　プレ還暦同期会（平成27年開催）を経て、8月12日本
番であります還暦同期会を開催し、会場秋田キャッスルホ
テルに海外活躍中1人含む122人が参集いたしました。
　アナウンサー菅原実君司会進行のもと、物故者に黙祷
を捧げ、猿田五知夫代表挨拶、滝田亙応援団のリードに
よる校歌・エールを粛 と々執り行いました。恩師小野寺清・
芳賀哲雄両先生から祝辞を頂き、最遠方参加者3人から
乾杯の挨拶、各クラスのステージスピーチに移行し、大い
に盛り上がりました。還暦を迎えた122人の活気と凛とし
たスピーチに秋田高校卒業生の人生履歴を垣間見ることが
できました。最後に内藤克幸幹事から今後の同期会活動
の方向性について報告し、中締めをして90人超が2次会に
移動し、散会しました。� （福岡 健 記）

秋田高校同窓会だより VOL.10211
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初の同期会に100人参集
� 平成27年卒同期会
　8月18日、秋田キャッスルホテルにて平成27年卒業生の
同期会が開催された。初の同期会に9人の恩師に加えて約
100人もの仲間が集まってくれたことに、まずもって感謝し
たい。倉田寛之先生の乾杯の音頭から、生徒会長・武田
詢の締めの挨拶まで思い出話は尽きず、大いに盛り上がり、
改めて同期の絆を確認できた。これを機に互いの交流を深
め、秋田高校の仲間が今後も活躍していくことを期待した
い。� （畑江 昭太 記）

卒業50周年に92人集う
� 昭和42年卒同期会・四二会
　毎年恒例となっている昭和42年卒同期会の四二会は9月
2日、卒業50周年と古希の年祝いを兼ねて秋田市の協働
大町ビルで開催した。今回は県外から駆け付けた17人を含
む92人の盛会となった。
　初めに、別室で神職から古希合同年祝いの祈祷を受け、
皆神妙な面持ちでこうべを垂れ少々錆びついた心を洗い清
めた。
　同期会は、まず物故者に黙祷を捧げた後校歌を大合唱、
半世紀前の高校時代に思いをはせた。普段から和服をよく
する工藤茂丸君の発声で高らかに乾杯すると、会場は一
気に懇親会モードに突入。飲み物と食事と会話がいっしょ
くたになって賑やかな談笑の輪が広がった。
　話はいつ尽きるともなくあっという間に2時間半が過ぎ、
どのテーブルも宴の後の狼藉状態となった。
　最後に、池田和男君のリードで校友会歌4番まで大合唱、
来年の再会を約して散会した。� （石井 仁 記）

卒業55周年記念し総会
� 昭和37年卒同期会
　9月8日、卒業55周年記念総会を秋田キャッスルホテル
で開催した。当日はねんりんピック開会式の前日に当たっ
ており、ホテルが取りにくいという事情があったが、それで
も鈴木徹君が鳥取から駆け付けてくれるなど50人の出席が
あった（県外からの12人）。司会は鍋島喜隆君。物故者へ
の黙祷を捧げたのち、経過報告、会計報告、役員改選と
進み、47人の新役員が選任された。総会の年ごとに発行
している機関誌「紅顔日に日に」については、熊谷編集長
から「年内に発行予定」との報告があった。記念講演は、
元県医師会会長で現在は介護老人保健施設の施設長を務
めている寺田俊夫君が「最近思うこと、あれこれ」と題し
て、われわれ世代への有意義な話しをされ、出席者一同い
ろいろ考えさせられたことであった。懇親会の司会は佐藤
忠次君。乾杯の発声は鳥取の鈴木徹君。恒例により県外
からの出席者が近況を報告。至福の時間はあっという間に
経過、校歌を熱唱したあと、千葉からバイクで駆け付けて
くれた竹内昭充君の一本締めで締め括ったのであった。
　次回は2年後に喜寿を祝う会を兼ねての開催を予定。再
会を誓い合った。� （関 徹彌 記）

花満開・仲間の絆も満開
� 昭和29年卒同期会
　29年卒（80期会）花見の会は、一昨年から毎年4月の
第3金曜日に開催しており、今年は4月21日、協働大町ビ
ルに28人が参加した。千秋公園の桜はほぼ満開。会は草
彅代表幹事のあいさつに次いで経過報告。開催間際の欠
席は年齢を考えると仕方がないことであり、物故者も180人
を超えたが、29年卒は、住所判明率が88％と同窓会でトッ
プを誇り、現総数300弱の仲間が全国で確認できている。
　来年は4月20日に今年と同じく開催する等の報告があ
り、仙台から参加の海老沢君の音頭で乾杯、宴会に入った。
　呑むほどに仲間の情報、健康問題等話は尽きず、あっ
という間に3時間が過ぎ、矢野に代わって越年の応援委員
副会長の湊君のリードで校歌斉唱。来年の再会を約して
散会した。� （矢野 恵之助 記）
� （矢野さんは8月にご逝去されました）
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「
な
に
わ
づ
に　

さ
く
や
こ
の

は
な　

ふ
ゆ
ご
も
り　

い
ま
を

は
る
べ
と　

さ
く
や
こ
の
は
な
」

　

こ
の
句
は
試
合
の
始
ま
り
を

告
げ
る
序
歌
。
下
の
句
が
詠
ま

れ
る
と
、
読
手
の
息
遣
い
に
全

神
経
を
集
中
さ
せ
る
。
近
年
、

漫
画
や
映
画
で
話
題
と
な
っ
た

「
小
倉
百
人
一
首
競
技
か
る
た
」。

私
も
そ
の
魅
力
に
と
り
つ
か
れ

た
一
人
で
あ
る
。

　

私
が
競
技
か
る
た
と
出
会
っ

た
の
は
小
学
生
の
頃
。「
全
校
で

百
人
一
首
を
覚
え
よ
う
」
と
い

う
取
り
組
み
が
き
っ
か
け
だ
っ

た
。
歌
だ
け
で
は
な
く
、
詠
ま

れ
た
背
景
や
歌
人
た
ち
の
生
涯

を
知
る
う
ち
に
ど
ん
ど
ん
和
歌

の
世
界
に
の
め
り
込
ん
で
い
き
、

地
元
の
サ
ー
ク
ル
に

入
会
し
た
こ
と
で
本

格
的
に
競
技
か
る
た

を
始
め
た
。

　

先
の
高
校
総
合
文

化
祭
に
は
、
秋
田
県

代
表
と
し
て
出
場
し

た
。
対
戦
チ
ー
ム
の
主
将
と
試
合

を
し
た
が
、
実
力
の
差
は
明
確

で
あ
り
惨
敗
だ
っ
た
。
得
意
の

一
字
決
ま
り
、
さ
行
の
札
は
確

実
に
取
り
、
勝
利
を
目
前
に
し

た
相
手
の
油
断
を
逆
手
に
と
っ

て
最
後
ま
で
粘
っ
た
も
の
の
、

課
題
で
あ
っ
た
精
神
面
の
弱
さ

が
仇
と
な
っ
た
結
果
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
ど
ん
な
に
負
け
て
も

続
け
る
の
は
、
百
人
一
首
を
愛

し
て
い
る
か
ら
だ
。
教
科
書
な

ど
で
見
か
け
る
と
「
こ
ん
な
と

こ
ろ
で
君
に
会
え
る
な
ん
て
！
」

と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

競
技
か
る
た
は
何
歳
に
な
っ
て

も
出
来
る
競
技
だ
。
生
涯
を
通

し
て
こ
の
百
人
の
友
達
を
大
切

に
し
て
い
き
た
い
。

　

今
年
の
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

秋
田
県
大
会
で
は
、
難
度
の
高

い
課
題
曲
Ⅴ
「
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー

ゼ
～
吹
奏
楽
の
た
め
に
～
」
と

J
．
シ
ベ
リ
ウ
ス
作
曲
の
「
交

響
詩
フ
ィ
ン
ラ
ン
デ
ィ
ア
」
を

演
奏
し
、
6
年
ぶ
り
の
金
賞
と

13
年
ぶ
り
の
東
北
大
会
出
場
を

決
め
ま
し
た
。
東
北
大
会
で
は

35
年
ぶ
り
の
銀
賞
を
頂
く
こ
と

も
で
き
ま
し
た
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
12
分
と
い
う

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
55
人
が

自
分
た
ち
の
音
楽
を
表
現
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ
た

難
し
さ
の
中
で
目
標
を
見
据
え
、

自
分
た
ち
の
演
奏
の
評
価
と
反
省

を
繰
り
返
し
、
自
分
た
ち
が
信
じ

る
音
楽
を
追
求
し
て
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
毎
日
は
何
物
に
も
代
え
が

た
い
充
実
し
た
日
々
で
あ
り
、
東

北
大
会
銀
賞
受
賞
と
い
う
結
果
が

さ
ら
な
る
喜
び
と
な
っ
た
こ
と
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

吹
奏
楽
部
に
は
コ
ン
ク
ー
ル
や

コ
ン
テ
ス
ト
の
他
に
学
校
行
事
で

の
演
奏
や
野
球
応
援
、
さ
ら
に
、

定
期
演
奏
会
や
ホ
ワ
イ
ト
コ
ン

サ
ー
ト
、
秋
高
祭
で
の
演
奏
も
あ

り
ま
す
。

　

部
員
そ
れ
ぞ
れ
に
進
路
目
標
が

あ
り
、
自
由
に
使
え
る
時
間
は
限

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
大
好

き
な
音
楽
を
す
る
た
め
に
私
た
ち

は
音
楽
室
に
向
か
う
の
で
す
。
こ

の
高
校
生
活
の
多
く
の
時
間
を
吹

奏
楽
の
仲
間
た
ち
と
共
に
理
想
の

音
楽
を
追
い
求
め
る
こ
と
に
捧
げ

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
一
生

残
る
大
切
な
思
い
出
に
な
る
で

し
ょ
う
。

　

ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
浦
先
生
、

松
田
先
生
、
そ
し
て
部
員
の
み
ん

な
と
私
た
ち
を
応
援
し
て
下
さ
っ

た
全
て
の
方
々
に
感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

感　

謝
�

　

吹
奏
楽
部
部
長　

3
G　

成
田　

魁

〒010-0917 秋田市泉中央4-1-6
TEL.018-865-4333　FAX.018-865-0871

代表取締役

正木 大一（平成元年卒）
公認不動産コンサルティングマスター 登録番号（3）第 2 5 9 2 3 号
宅 地 建 物 取 引 士 登録番号（宮城）第009550号

土地・建物売買・アパマン・貸家・駐車場賃貸、
管理・相続・投資コンサルティング

不動産のことならお気軽にご相談ください

正光不動産 株式
会社

〒010-1653 秋田県秋田市豊岩小山字狐森325番
TEL. 018ｰ888ｰ8398
rentayoro@trad.ocn.ne.jp
《リース部》 TEL. 018ｰ888ｰ8341
 FAX. 018ｰ888ｰ8342

Makoto  Hor ikawa

代表取締役

堀 川  誠（平成元年卒）

株式会社

ヨ  ロ  ズ  ヤor
ozu
ya

秋田市大町1-2-7 サンパティオ大町
0120-18-3221（フリーダイヤル）
http://www.jikodo.com

取締役会長

藤井 厚生（昭和32年卒）
代表取締役

藤井 政徳（平成元年卒）

Watch & Jewellery

畳
の
上
で
戦
う

�

　

2
C　

佐
々
木 

彩
乃小倉百人一首競技

全日本吹奏楽コンクール東北大会（8月26日郡山市）

スクールトピックス

14



　

理
数
科
の
筑
波
研
修
で
私
た

ち
が
ま
ず
訪
れ
た
の
は
K
E
K

「
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究

機
構
」
で
す
。
世
界
最
先
端
の

研
究
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
説
明
の
内
容
は
非
常
に
難

し
か
っ
た
の
で
す
が
、
万
物
の

根
源
で
あ
る
素
粒
子
を
追
い
か

け
る
研
究
に
は
ロ
マ
ン
を
感
じ

ま
し
た
。 

　

次
に
訪
れ
た
の
は
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ

「
筑
波
宇
宙
セ
ン
タ
ー
」
で
す
。

非
常
に
知
名
度
の
高
い
施
設

で
、
訪
れ
る
前
か
ら
楽
し
み
に

し
て
い
ま
し
た
。
施
設
内
を
め

ぐ
る
ツ
ア
ー
に
参
加
し
、
Ｊ
Ａ
Ｘ

Ａ
が
日
本
の
宇
宙
開
発
を
担
っ
て

い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。 

　

２
日
目
は
産
業
技
術
総
合
研
究

所
を
訪
れ
ま
し
た
。
と
て
も
広
い

施
設
で
、
日
本
で
た
だ
一
つ
の
キ

ロ
グ
ラ
ム
原
器
の
展
示
や
地
質
標

本
館
な
ど
、
大
人
も
子
供
も
楽
し

め
る
充
実
し
た
内
容
で
し
た
。 

　

最
後
は
、
国
立
科
学
博
物
館
を

訪
れ
ま
し
た
。
こ
ち
ら
に
も
非
常

に
多
く
の
展
示
が
あ
り
ま
し
た

が
、
中
で
も
「
は
や
ぶ
さ
」
が
持

ち
帰
っ
た
微
粒
子
や
、
巨
大
な
動

物
の
標
本
、
時
計
や
望
遠
鏡
な
ど

の
技
術
の
進
歩
が
わ
か
る
展
示
が

印
象
的
で
し
た
。 

　

今
回
の
研
修
を
通
し
て
、
科
学

や
技
術
の
進
歩
、
自
然
の
神
秘
に

改
め
て
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
経
験
を
刺
激
に
、そ
し
て
、

こ
の
メ
ン
バ
ー
を
大
切
に
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
２
Ｇ
全
員
で
切
磋
琢

磨
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
本
格
的
に
射
撃
競
技
を

始
め
た
の
は
中
1
の
冬
か
ら
で
、

き
っ
か
け
は
遊
学
舎
で
の
体
験

会
で
し
た
。

　

射
撃
競
技
は
大
き
く
分
け
て

2
種
目
あ
り
、
ス
ナ
イ
パ
ー
が

使
っ
て
い
る
よ
う
な
「
ラ
イ
フ

ル
」
と
、
ル
パ
ン
三
世
が
使
っ

て
い
る
よ
う
な
「
ピ
ス
ト
ル
」

に
分
か
れ
ま
す
。（
日
本
ラ
イ
フ

ル
射
撃
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
詳
し
く
出
て
い
ま
す
）

　

私
は
ビ
ー
ム
ピ
ス
ト
ル
（
不

可
視
レ
ー
ザ
ー
が
出
る
）
と
エ

ア
ピ
ス
ト
ル
（
空
気
圧
で
鉛
の

弾
を
発
射
す
る
・
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
種
目
・
銃
砲
所
持
許
可
が
必

要
）
で
競
技
を
し
て
い
ま
す
。

ど
ち
ら
も
10
メ
ー

ト
ル
先
に
固
定
さ

れ
た
的
（
10
点
満

点
）
を
狙
う
競
技

で
す
。
ビ
ー
ム
は

40
発
、
エ
ア
は
60

発
で
合
計
点
を
競

い
ま
す
。

　

射
撃
競
技
は

他
の
ス
ポ
ー
ツ
に
比
べ
体
力
を

あ
ま
り
必
要
と
せ
ず
、
ま
た
年

齢
制
限
も
な
い
の
で
、
老
若
男

女
が
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
本
記
録
は
男
女
で
あ
ま
り
違

い
が
あ
り
ま
せ
ん
。
集
中
力
や
、

メ
ン
タ
ル
面
で
結
果
が
左
右
さ

れ
る
競
技
で
す
が
、
自
分
の
思
っ

た
通
り
の
所
に
当
た
る
と
爽
快

な
気
分
に
な
り
ま
す
。

　

私
は
大
学
で
も
こ
の
競
技
を

続
け
て
い
く
つ
も
り
で
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
も
っ
と
多
く
の
人

に
射
撃
競
技
の
素
晴
ら
し
さ
を

知
っ
て
も
ら
い
、
自
分
自
身
も

い
ろ
い
ろ
な
大
会
で
「
優
勝
」

と
い
う
的
を
狙
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

射
撃
競
技
を
始
め
て

�

　

2
A　

田
村 

泰
達

（平成11年卒） 〒010-0001 秋田市中通4-13-15
018ｰ832ｰ6202

檜 森   賢
（平成11年卒）

ろばた焼き

〒011-0943 秋田市土崎港南一丁目14番37号 
TEL.018-845-1863　FAX.018-845-6930
http://w01.tp1.jp/̃a633527180/

http://akita-hayashikoumuten.co.jp

代表取締役

林  明 夫（昭和41年卒）
専務取締役

林  德 彦（平成11年卒）
常務取締役
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バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

私
た
ち
は
現
在
、
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
22
人
、
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
9
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
「
走
れ
る
チ
ー
ム
」「
守

り
を
徹
底
で
き
る
チ
ー
ム
」「
応
援
さ
れ
る
チ
ー
ム
」
を
目
指
し
日
々
の
練

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
週
に
2
日
、
畑
澤
先
生
が
指
導
し
て
く
だ
さ
る
日
は

男
女
合
同
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
体
力
、
技
術
と
も
に
未
熟
で
人
数
も
少

な
い
女
子
に
と
っ
て
は
良
い
刺
激
を
も
ら
え
る
貴
重
な
機
会
で
あ
り
、
と
て

も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
合
同
練
習
以
外
の
日
は
基
礎
的
な
練
習
や
坂
ダ
ッ

シ
ュ
、
屋
外
で
の
20
分
間
走
な
ど
で
体
力
・
技
術
・
チ
ー
ム
力
を
磨
い
て
い

ま
す
。 

　

女
子
は
長
年
同
好
会
と
し
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
念
願
叶
っ
て

「
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
」 

と

な
り
、
今
年
で
2
年
目
に
な

り
ま
す
。署
名
し
て
く
だ
さ
っ

た
皆
さ
ん
、大
き
な
力
に
な
っ

て
く
だ
さ
っ
た
先
生
・
先
輩

に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ

ん
の
期
待
に
少
し
で
も
応
え

る
た
め
、
単
に
バ
ス
ケ
が
好

き
な
集
団
で
は
な
く
、
部
と

し
て
の
意
識
を
も
っ
た
集
団

と
し
て
活
動
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

�

〔
2
Ｇ　

進
藤 

愛
加
〕

�

将
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部

　

秋
田
高
校
将
棋
部
は

現
在
男
子
14
人
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
今
年
は

高
校
将
棋
選
手
権
秋
田

県
予
選
・
団
体
の
部
で

14
連
覇
を
達
成
し
ま

し
た
。
記
録
が
大
き
く

な
る
に
つ
れ
て
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
も
大
き
く
な
り

ま
す
が
、
気
負
わ
ず
、

自
分
た
ち
の
ペ
ー
ス
で
強
く
な
っ
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

普
段
の
活
動
で
は
、
主
に
実
戦
形
式
で
将
棋
の
勉
強
に
励
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
中
で
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
対
局
終
了
後
の
感
想
戦
で
す
。
感
想

戦
と
は
対
局
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
ど
こ
が
悪
か
っ
た
の
か
、
ど
う
指
せ
ば

良
か
っ
た
の
か
な
ど
を
、
対
局
者
同
士
で
話
し
合
い
な
が
ら
考
え
る
も
の
で

す
。
読
み
の
甘
さ
や
ク
セ
な
ど
自
分
で
は
気
づ
か
な
い
弱
点
を
指
摘
さ
れ
る

こ
と
も
多
く
あ
り
、
確
実
に
棋
力
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
感

想
戦
を
行
う
に
は
対
局
中
の
自
分
の
指
し
手
を
記
憶
し
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
部
員
全
員
が
感
想
戦
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
自
分
の
対
局
に
集

中
で
き
て
い
る
証
拠
で
す
。
一
局
か
ら
よ
り
多
く
を
学
び
と
ろ
う
と
す
る
姿

勢
が
秋
田
高
校
将
棋
部
の
快
進
撃
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。

　

私
た
ち
が
こ
れ
ほ
ど
将
棋
を
好
き
に
な
れ
た
の
も
、
優
し
く
丁
寧
に
教
え

て
く
だ
さ
っ
た
先
輩
方
の
お
か
げ
で
す
。
そ
ん
な
先
輩
方
か
ら
受
け
継
い
だ

明
る
く
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で
、
部
員
全
員
で
さ
ら
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�
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事
務
局
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し

た
柏
木
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

新
任
に
際
し
て
、「
同
窓
会
っ

て
何
だ
ろ
う
」
と
考
え
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
自
分
に
と
っ
て
、

ち
ょ
っ
と
敷
居
の
高
か
っ
た
同
窓

会
。
多
く
の
会
員
に
身
近
に
感
じ

て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
だ
な
、
と

思
っ
た
次
第
で
す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
夏
の
高
校
野

球
に
は
燃
え
ま
し
た
。
応
援
の
生

徒
た
ち
が
生
き
生
き
と
し
て
い
ま

し
た
。

応
援
さ
れ
る
チ
ー
ム
、�

 

応
援
し
た
く
な
る
チ
ー
ム

事
務
局
通
信

　

広
報
委
員
会
が
新
メ
ン
バ
ー
に

切
り
替
わ
っ
た
。
お
気
づ
き
か
ど

う
か
、
こ
れ
を
機
に
レ
イ
ア
ウ
ト

を
一
新
。
原
稿
量
も
2
割
ほ
ど
減

ら
し
、
ゆ
っ
た
り
と
読
み
や
す
い

よ
う
に
心
が
け
た
▼
長
ら
く
続
い

た
「
提
言
」
も
「
交
差
点
」
に
変

更
し
た
。
同
窓
生
同
士
、
あ
る
い

は
同
窓
生
と
在
校
生
が
交
友
す
る

一
助
に
、
と
の
願
い
を
込
め
て
。

母
校
の
歴
史
を
ひ
も
解
く
新
企
画

も
始
め
た
の
で
、
次
号
以
降
も

ご
期
待
く
だ
さ
い
。�

（
風
来
坊
）

第39回三校対抗バスケットボール定期戦にて

14
連
覇
、快
進
撃
の
秘
訣

秋高
NOWナウ

編
集
後
記

将棋部 普段の活動風景




